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準
師
範
試
験
実
施
要
項

▽
第
七
十
一
次
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

〇
漢
字
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る
。 

 

・
規　

定
《
書
体　

行
草
書
》

	

百
種
芳
心
歸
碧
草
　
五
更
殘
夢
隨
春
流
　
　（
溫お
ん
く
ん訓
）

	
 

読
＝
百ひ

ゃ
く
し
ゅ

種
の
芳ほ

う
し
ん心

碧へ
き
そ
う草

に
帰か

え

り　

五ご

こ

う更
の
残ざ

ん

む夢
春

し
ゅ
ん
り
ゅ
う

流
に
随

し
た
が

う

 

註
＝
多
く
の
芳
し
い
心
を
抱
い
て
み
ど
り
色
の
草
が
伸
び
、
夜
明
け
方
に
見
る
夢
は

 

　
　

春
の
川
の
流
れ
に
任
せ
る
。
●
芳
心
＝
美
し
い
心
。
●
碧
草
＝
み
ど
り
色
の
草
。

 

　
　

●
五
更
＝
一
夜
を
五
区
分
し
た
第
五
の
時
刻
。
午
前
四
時
ご
ろ
。

 

・
臨　

書　

王
羲
之
「
集
王
聖
教
序
」　

十
五
字

	

至
言
於
先
聖
受
真
教
於
上
賢
探
賾
妙
門

 

読
＝
至し

げ

ん言
を
先せ

ん
せ
い聖

よ
り
、
真

し
ん
ぎ
ょ
う

教
を
上

じ
ょ
う
け
ん

賢
よ
り
受う

く
。
妙

み
ょ
う
も
ん

門
を
探た

ん
さ
く賾

し
、

	

〇
か
な
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出
す
る
。 

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

	

今
は
た
だ
思
ひ
絶
え
な
む
と
ば
か
り
を　

人
づ
て
な
ら
で
い
ふ
よ
し
も
が
な

（
左さ

き
ょ
う
の
だ
い
ぶ
み
ち
ま
さ

京
大
夫
道
雅
）

 

註
＝
今
と
な
っ
て
は
、
あ
な
た
を
忘
れ
て
諦
め
し
か
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
け

 

　
　

で
も
人
を
介
し
て
で
は
な
く
、
直
接
お
あ
い
し
て
お
伝
え
す
る
方
法
が
欲
し
い

 

　
　

も
の
で
す
。

 

・
臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀
貫
之
）

	

き
み
が可

於

毛

お
も
ひ
ゆ
き
と
つ
も毛

ら
ば
た多

の
ま
れ
ず春

は
る
よ
り
の
ち
は
あ
ら
じ
と
お
も
へ
ば盤

▽
第
四
十
一
次
詩
文
書
部
課
題

　
　

次
の
作
品
二
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
。
※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る
。	

 

・
規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	

鶏け
い
と
う頭

や
汽き

し

ゃ車
を
見み

て
ゐ
る
村

む
ら
わ
ら
べ

童
（
大
谷
句
仏
）

　

 

　

註
＝
「
鶏
頭
」
鶏
頭
が
も
え
て
い
る
。
傍
ら
に
村
の
子
が
野
を
走
る
汽
車
を
物
珍
し
げ

 

　
　
　

に
見
て
い
る
、
と
い
う
素
朴
な
風
景
の
句
で
あ
る
。

 

・
臨　

書　

張
猛
龍　

五
字

	

涼
州
武
宣
王
大

 

読
＝

涼
り
ょ
う
し
ゅ
う

州

武ぶ

宣せ
ん
お
う王

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
と
も
六
段
。
か
つ
満
十
八
才
以
上
で 

『
日
本
書
道
院

	
	

展
出
品
経
験
者
』	

（
二
〇
〇
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で
認
め
る
）
。

一
、 

受	

験	

料　

六
千
円	

（
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
の
別
） 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、

 
 

郵
便
振
替
に
て
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。 

一
、
日
本
書
道
院
展
に
一
回
以
上
出
品
の
者
（
部
門
不
問
）。
第
71
回
展
出
品
も
可
。

一
、 

〆　
　

切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌

 

発
表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
又
、 

作
品
の
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛

 

筆
で
段
位
・
支
部
名
・ 

氏
名
を
記
入
の
こ
と
。

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

受
験
作
品
は
白
画
仙
紙
を
用
い
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。 

 

ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。 

一
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、 

返
信
料
八
十
四
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。 

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
こ
と
。

◎
師
範
受
験
時
に
は
日
本
書
道
院
展
出
品
が
二
回
以
上
必
要
と
な
る
。受
験
の
際
は
注
意
す
る
こ
と
。

▼
第
十
三
次
硬
筆
部
準
師
範
課
題

 

・
規　

定

	

　

剣
と
筆
と
を
と
り
持
ち
て
一
た
び
起
た
ば
何
事
か
人
世
の
偉
業
成
ら
ざ
ら
ん
。

 

・
臨　

書　

蘭
亭
序
（
王
羲
之
）
十
六
字

	
	

　

於
己
、
怏
然
自
足
、
不
知
老
之
将
至
、
及
其
所
之

 

　

読
＝
己お

の

れ
に
得う

る
に
当あ

た

っ
て
は
、
怏お

う
ぜ
ん然

と
し
て
自み

ず

か
ら
足た

り
、
老お

い

の
将ま

さ

に
至い

た

ら
ん
と

 

　
　
　

す
る
を
知し

ら
ず
。
其そ

の
之ゆ

く
所

と
こ
ろ

 

　

註
＝
気
持
ち
よ
く
満
足
し
、
老
い
て
ゆ
く
こ
と
に
も
気
づ
か
な
い
。
そ
の
行
き
つ
く

 

　
　
　

所
に

一
、 

受
験
資
格　

六
段

一
、 
受	

験	

料　

四
千
円

 

　

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、
返
信
料
八
十
四
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、 

〆　
　

切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、
作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌
発

　
　

表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」

　
　

と
朱
書
の
こ
と
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。
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昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項	

▽
第
一
三
〇
回
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

〇
第
一
部　

［
半
切
35
㎝
×
135
㎝
］

　
　

次
の
漢
字
又
は
か
な
（
各
書
体
自
由
）
を
縦
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点
を
提
出
。

　
　

漢
字
部

	
	

　

誰
言
春
色
従
東
到
　
露
暖
南
枝
花
始
開
　
　（
菅す
が
わ
ら
の
ふ
み
と
き

原
文
時
）

 

　

読
＝
誰た

れ

か
言い

う
春

し
ゅ
ん
し
ょ
く色

東ひ
が
しよ

り
到い

た

る
と　

露つ
ゆ

暖あ
た
たか

に
し
て
南な

ん

し枝
花は

な

始は
じ

め
て
開ひ

ら

く

 

　

註
＝
だ
れ
が
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
春
は
東
方
か
ら
や
っ
て
く
る
と
。

 

　
　
　

（
大
庾
嶺
の
梅
は
）
露
も
暖
か
な
南
側
の
枝
か
ら
花
を
開
い
て
い
る
の
に
。

　
　

か
な
部

	
	

　

あ
ら
ざ
ら
む
こ
の
世よ

の
ほ
か
の
思
ひ
出
に
い
ま
ひ
と
た
び
の
逢あ

ふ
こ
と
も
が
な
（
和い

ず

み泉
式し

き

ぶ部
）

 

　

註
＝
病
が
重
く
て
私
の
命
は
も
う
長
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
の
世
で
の
思
い

 

　
　
　

出
に
、
今
一
度
あ
な
た
と
お
逢
い
し
た
い
も
の
で
す
。

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
上
の
も
の

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

三
千
円
。 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　
㊟
漢
字
・
か
な
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
（
漢
字
・
か
な
）
を
半
切

　
　

１
―
２
（
35
㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
形
式
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も

　
　

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
者
は
一
点
で
も

　
　

よ
い
。

	

〇
第
二
部
［
半
紙
］ 

次
の
漢
字
（
楷
書
）
又
は
か
な
（
書
体
自
由
）
を
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　

・
漢
字
部

　
　
　

和
氣
致
祥
　（
劉
向
）　
　

 

　

読
＝
わ
き
し
ょ
う
を
い
た
す

　

 

　

註
＝
和
気
は
吉
祥
を
も
た
ら
す
。

　

・
か
な
部

　
　
　

霧き
り

し
ぐ
れ
富ふ

じ士
を
み
ぬ
日ひ

ぞ
面お

も
し
ろ白

き
（
松
尾
芭
蕉
）

　

 

　

註
＝
「
霧
し
ぐ
れ
」
甲
子
吟
行
の
折
、
箱
根
の
関
で
の
吟
。
霧
が
時
雨
の
降
る
よ

 

　
　
　

う
に
深
く
立
ち
込
め
富
士
は
見
え
な
い
が
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
一
興
で
あ
る
、

 

　
　
　

の
意
。

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
下
の
も
の 

〔
漢
字
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・

　
　
　
　
　
　
　

氏
名 

（
号
） 

を
競
書
と
同
じ
く
筆
に
よ
っ
て
揮
毫
す
る
。
か
な
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　

名 

（
号
） 

又
は
雅
印
を
捺
し
た
上
に
、
作
品
左
下
隅
に
も
鉛
筆
で
段
級
と

　
　
　
　
　
　
　

支
部
名
、
姓
号
を
記
入
す
る
。
〕

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
千
円
。
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

▽
第
四
十
一
回
詩
文
書
部
課
題

 

〇
第
一
部　

［
半
切
］ 

次
の
俳
句
〔
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
〕
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る
。	

　

・
竹ち

く
り
ん林

や
夜よ

さ

む寒
の
み
ち
の
右み

ぎ

ひ
だ
り　

（
芥
川
龍
之
介
）

 

註
＝
「
夜
寒
」
う
っ
そ
う
と
繁
っ
た
竹
林
の
中
を
、
一
人
静
か
に
散
策
し
て
い
る
。
何

 

　
　

と
な
く
は
れ
ば
れ
と
し
た
気
分
の
中
に
も
、
心
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
秋
の
冷

 

　
　

気
の
感
じ
ら
れ
る
句
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
上
の
も
の

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
三
千
円
。
成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　
㊟
詩
文
書
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
を
半
切
１
―
２
（
35
㎝
×
68
㎝
）

　
　

に
二
点
（
形
式
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

但
し
、
現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
者
は
一
点
で
も
よ
い
。

	

〇
第
二
部　

［
半
紙
］ 

次
の
俳
句	

（
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
）	

を
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る
。	

　

・
古ふ

る
さ
と郷

は
雲く

も

の
先さ

き
な
り也

秋あ
き

の
暮く

れ

（
小
林
一
茶
）

 

註
＝
「
秋
の
暮
」
秋
の
夕
暮
、
ふ
と
故
郷
の
こ
と
が
思
わ
れ
る
。
空
に
漂
う
雲
の
遥
か

 

　
　

先
に
ふ
る
さ
と
の
地
が
あ
る
の
だ
、
の
意
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
千
円
。
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
四
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 

氏
名
又
は
号
を

　
　

書
い
た
小
票 

（
た
て
11
セ
ン
チ
×
よ
こ
４
セ
ン
チ
・
競
書
用
出
品
券
使
用
可
） 

を
作
品　

　
　

の
左
下
に
貼
付
す
る
。
又
作
品
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆
で
段
級
・
支
部
名
・
氏
名
を

　
　

記
入
の
こ
と
。
［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 

一
、 

一
級
以
上
の
も
の
は
第
一
部 

［
半
切
］ 

へ
出
品
の
こ
と
。 

一
、 

各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

一
、 
昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に	

「
昇
試
」 

と
朱
書
す
る
。 

一
、 

受
験
料
は
郵
便
振
替
に
て
作
品
と
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。 

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。
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硬
筆
部
・
昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項	

▼
第
十
五
回

	

○
応
用
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点
。

	

・
空
前
絶
後
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
書
道
業
界
コ
ロ
ナ
禍
の
解
決
策
も
書
の
世
界
に
あ
る
。

一
、 

受
験
資
格　

一
級
以
上
の
も
の　

作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
氏
名
（
号
）
を
競
書
と

　
　
　
　
　
　
　

同
じ
く
硬
筆
用
紙
に
書
く
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
二
千
円
。
成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

	

○
基
礎
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点
。

	

・
コ
ロ
ナ
禍
で
半
年
も
書
展
は
軒
並
中
止
や
延
期
に
自
粛
や
在
宅
も
望
ま
れ
た
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の　

作
品
に
は
支
部
名
・
級
・
氏
名
（
号
）
を
競
書
と
同

　
　
　
　
　
　
　

じ
く
硬
筆
用
紙
に
書
く
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き
、
千
円
。
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

四
月
二
十
日　

発
表
六
月
号

一
、 

作
品
に
は
四
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 
氏
名
又
は
号
を

 
 
 
 

書
い
た
硬
筆
用
紙
に
記
入
し
、
硬
筆
用
紙
内
の
（　

）
内
に	

「
昇
試
」 
と
朱
書
す
る
。

 

［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 

一
、 

一
級
以
上
の
も
の
は
応
用
部
へ
出
品
の
こ
と
。

一
、 

各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
氏
名
を
発
表
し
な
い 

（
規
定
違
反
も
同
じ
）
。 

一
、 

昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に	

「
昇
試
」 

と
朱
書
す
る
。 

一
、 

受
験
料
は
郵
便
振
替
に
て
作
品
と
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
四
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

漢　字
安孫子窓月
新 井 栄 花
飯 坂 礼 子
石 山 祥 香
和 泉 澄 枝
伊 藤 蘭 雪
井 上 安 雅
岩 橋 　 薫
江 藤 和 雅
榎 本 紀 子
江 村 信 行
神 山 俊 逕
木 村 六 光

小 松 扇 水
坂 井 如 静
笹 川 妙 子
鈴 木 朋 華
須 藤 華 香
髙 木 萌 苑
寺 尾 順 子
長 谷 考 静
廣 井 梧 峰
前 田 紫 央
松 田 千 雅
松 本 博 蓮
丸 山 淞 泉

吉 井 千 扇
渡 邊 伽 萌
渡 辺 稀 祥

か　な
石 井 喜 祥
池 　 慶 舟
石 田 祐 幸
稲 永 桃 舟
井 上 理 恵
今 井 秋 花
上 原 虹 輝
大 嶋 翠 舟
大 野 瑞 雪
北 村 聖 雪
栗 原 由 利
剱 持 香 公
駒 林 燈 舟

左 登 玉 紫
佐 藤 玉 峯
真田千恵子
多 田 政 隆
玉 虫 香 祥
土井田蓉舟
成 田 桃 苑
藤 田 明 舟
山 下 葦 舟
吉 次 舟 雪

　詩文書
會 津 翠 鳴
佐 藤 裕 月
髙 岸 翠 光
田 中 恵 秋

◎
◎
◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎
◎

◎…優秀賞出　品　者

本院同人による「半切サイズ」の作品を中心とした展覧会です。漢字・かな・詩文書

合わせて５６点の作品を展示します。１００人展・選抜展と併せてご観覧ください。

第 13回「日本書道院同人展」開催
会　場　　フェニックスホール（紙パルプ会館）
	 　　〒 104-8139　中央区銀座３－９－１１
	 　　※東京メトロ「銀座駅」Ａ１２出口

会　期　　令和３年 11月 23日（火・祝）～ 28日（日）
	 　　午前 10時～午後６時（最終日午後４時閉館）
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第
七
十
一
次
漢
字
部

　
　

準
師
範
試
験
臨
書
課
題

「
集
王
聖
教
序
」
王
羲
之　

十
五
字

　

き
み
が可

於

毛

お
も
ひ
ゆ
き
と
つ
も毛

ら
ば
た多

の
ま　
　

れ
ず春

は
る
よ
り
の
ち
は
あ
ら
じ
と
お
も
へ
ば盤

第
七
十
一
次
か
な
部

　
　

準
師
範
試
験
臨
書
課
題

「
高
野
切
第
三
種
」　

伝
紀
貫
之

至
言
於
先
聖
受
真
教
於
上
賢
探
賾
妙
門

第
四
十
一
次
詩
文
書
部

　
　

準
師
範
試
験
臨
書
課
題

　

「
張
猛
龍
碑
」　

五
字

涼
州
武
宣
王


